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山口恵以子 にお話を伺いました！
先

生

―中央図書館中庭にて

『食堂のおばちゃん』『婚活食堂』シリーズが当館でも人気の

松本清張賞作家

5月10日、小説家山口恵以子先生
の講演会が中央図書館にて
開催されました。
それに先立ち、創作の裏側、
編集者とのやり取りなど、
執筆の周辺について
気さくに話してくださいました。

やまぐち・えいこ
1958年東京生まれ。早稲田大学文学部卒。2007年『邪剣始末』で作家デ
ビュー。2013年『月下上海』で松本清張賞受賞。主な著書に『食堂のおばちゃ
ん』『婚活食堂』『ゆうれい居酒屋』などの各シリーズ、 『毒母ですが、なにか』
『手配する女』『給食のおばちゃん』ほか、『いつでも母と』などエッセイも多数。

Y A M A G U C H I    E I K O

―新作の刊行が続いています。7年ぶりの書
き下ろし小説『手配する女』は、どのように生
まれたのですか？

2017年に積水ハウス詐欺事件が報道さ

れたんですね。それをモデルにしたNetflix

のドラマがありましたが、小池栄子さんが

演じた手配師の役ね、あれは実際の事件

では秋葉紘子という73歳の女性なんです。

で、彼女の表の顔は清掃員だったんですよ。

それを知った時、「これは私が書くべき話だ

な」と思いました。

というのも、松本清張賞をとるまで私は12

年間食堂で働いていまして、当時「食堂の

おばちゃんが受賞した」と話題になったりし

ました。早朝、始発電車にのって仕事に向

かうんですが、秋葉もきっと「掃除のおば

ちゃん」として、同じ景色を見ていたんじゃ

ないかな……と思いました。

“事件”を書く人はたくさんいます。だから事

件を書いたら負けちゃうんで、私は「事件を

書くのはやめよう。人間を書こう」と思って

います。紆余曲折あって時間がかかってし

まいましたが、よう

やく今年刊行する

ことができました。
『手配する女』
山口恵以子／著
新潮社

『婚活食堂』
山口恵以子／著
PHP研究所

―「図書館」や「本」とのつきあい方で、心に
残るエピソードはありますか？

2013年に『月下上海』で松本清張賞をい

ただいたんですが、その頃は今ほどネットで

調べるということがなかった時代で、調べも

のといったらやっぱり本なんですね。歩いて

いける距離に図書館があったので、借りて

調べるということもやっていました。

すごく思い出深いのは、里見甫（さとみはじ

め）というアヘン王といわれた実在の人物

をゲスト出演で書きたいなと思っていた時

のことです。接点もなくどうしようと思ってい

た時、私が通っていた葛西図書館で『日動

画廊社史』というぶ厚い本に当たったんで

す。開いたら里見について書いてありまして、

「あ、これでいける」と思いましたね。

書いていると、

そんな運のいい

小説ってあるんです。 『月下上海』
山口恵以子／著
文藝春秋

―食と人をテーマにしたシリーズが当館で
もよく読まれています。書かれる時、食の場
面とストーリー、どちらが先なのでしょうか？

そうですね、『食堂のおばちゃん』『婚活

食堂』『ゆうれい居酒屋』という食の３

シリーズがあるんですけど、料理で書き

分けたりということはあります。いい料理

に出会った時に、「あ、あのシリーズで使

おう」と思ったり。

―『婚活食堂』に出てくるおでんが本当
においしそうです。

あれはモデルがあるんですよ。40年くら

い前「銀座九丁目」というおでん屋さん

が新橋近くのビルの地下にありまして、

職場の近くだったものですから好きで

通っていたんです。牛スジとかツミレは、

あの店の味がモデルになっています。

場所は変わりまし

たが、今もお店

はありますよ。
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有限会社ホームシックスタイルショップつくば店

つくば西大通り教室

図書館からつくばの教育を応援してくださる雑誌スポンサーの皆さまです

雑誌スポンサー 随時募集中

令和8年度 雑誌スポンサー（令和8年5月現在）

詳しくは図書館HPをご覧ください

・・・・・・・・・・・
駐 車 場 北2・南2駐車場の駐車券持参で２時間無料

自転車駐車場 中央図書館南：駐車証明書持参で1日サービス券あり

中央公園東・中央図書館西：２時間まで無料

開館時間 9:30～19:00 ※特別開館日は17:00閉館

休 館 日 月曜日・祝祭日・年末年始・その他館内整理日

住 所 つくば市吾妻2-8 電話番号 029-856-4311

つくば市立
中央図書館

中庭ウッドデッキテラス

令和８年４月に中庭がリニューアルオープンしました。

元々あった赤松を残しつつ、ウッドデッキを新たに整備しまし

た。屋外で読書を楽しんだり、ご家族やご友人とゆったり会

話を楽しめる憩いの場となっています。

ぜひ、新しくなった中庭にお越しください。

案内図

①屋外で
のんびり読書

図書館で借りた本を中庭で読むことができま
す。屋外ならではの開放的な空間で、いつも
と違う気分の読書ができます。

②飲み物片手に休憩ＯＫ
ベンチやテーブルで飲み物を楽しみながら、
ひと休み。読書の合間のリフレッシュもおす
すめです。
※汁気の多い食品、密閉できない容器の飲料
は持込不可となっています。

おススメポイント

ＯＰＥＮ！
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インタビューの際、山口恵以子先生におススメ本を教えていただきました。

ｖ

山口先生 おススメの本

『戦争と平和 １～６』
トルストイ／著 光文社

『シュトヘル １～１４』
伊藤 悠／著 小学館

数年前に読み夢中になった
作品。１３世紀初頭、中央ア
ジアを舞台に滅びゆく国、
西夏（せいか）の文字を巡
る戦いの話。
壮大なスケールで、キャラク
ターが非常にチャーミング。
巧みなストーリーテリングと
アクションシーンなど絵も魅
力的です。

若さの馬力がないと、長編
を読めなくなるので、若い
うちに頑張って読んでくだ
さい。全部は無理でも２・３
冊でも読んでみてください。

ｖ
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―作品を書くために、何か日常的にされていることは

ありますか？

いや～ないですね。とにかく私は日のあるうちは小説を書いて

日が暮れたら酒をのんでいるので。あのね、メールを打つとか、

電話をするとか、アウトプットの仕事は日のあるうちに、音楽を

聴くとか小説を読むとか映画をみるとか、インプットの作業は

日が暮れてからやるといいですよ。

「卵
サ
ン
ド
に
始
ま
り
、

卵
サ
ン
ド
に
戻
る

って
感
じ
で
す
ね
」

山口恵以子 に お 話 を 伺 い ま し た ！
先
生

山口恵似子先生の作品

5月10日、つくば文化会館アルス2階アルスホールにて、
山口恵似子先生による講演会「山口恵似子の創作秘話～書い
て書いて書いて 現場を訪ねる我が人生～」が開催されまし
た。主催はつくば市立中央図書館、コーチャンフォーつくば

店協力にて、約８0人が来場し多くの参加者でにぎわいました。

講演会の中ではこれまでのご自身の
作家人生について、率直な言葉で話さ
れ、参加者は熱心に耳を傾けていまし
た。食堂で働きながら小説を書いてい
た当時のことや、退職してから食堂小
説がシリーズ化された秘話などについ
ても紹介されました。会場では時折笑
い声もあり、和やかな雰囲気の中、講
演は進行。講演会後にはサイン会も行
われました。直接言葉を交わしながら
サインを受け取る姿もみられ、貴重な
交流の時間となりました。

〇会場の様子。多くの方が来場され
ました。

〇サイン会ではおひとりおひとりに
丁寧にサインをし、声を交わされ
ました。

参加者の声
～講演会に参加された方の感想～

山口先生のユーモアを交えたお話に
1時間があっという間でした。年に10冊以上
の新刊を出版される作家生活の一端を垣間
見させて頂きました。一冊でも多くの本を世
に送り出したいとの強いお気持ち、覚悟が

伝わる講演でした。

作家になるまでの道のりや執筆活動の
大変さを語りながらも、笑いの絶えない
講演会でした。撮影会やサイン会でも気さく
に応じてくださり、 山口先生の温かい
人柄に触れることができました。

『風侍心中』
山口恵似子/著
PHP研究所

江戸深川を舞台に、男
と女、親と子の葛藤が
渦巻く長編時代小説。

『いつでも母と』
山口恵似子/著
小学館

山口先生のエッセイ集。
最愛の母と過ごした最
期の日々を温かな筆致
で克明に綴っている。

『めしのせ食堂』
山口恵似子/著
小学館

女将の自慢のメニュー
は各地のご飯のお供の
数々。お腹と心を満たそ
うと様々な客が訪れる。

「筆
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山口先生らしい、食と人の話にすっかり
引き込まれてしまいました。今日の話を聞いて
改めて“食と酒のシリーズ”を含め、本を読み

返したいと思いました。

山口恵以子先生講演会

ウラ

インタビュ―で図書館員はうなずいた！ 山口先生 名言録

吉田 篤弘／著 中央公論新社古賀 及子／著 ポプラ社

たな／え・ぶん パイインターナショナル

深見 春夫／さく・え ＰＨＰ研究所

『
好
き
な
食
べ
物
が

み
つ
か
ら
な
い
』

『
そ
れ
か
ら
は
ス
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『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
パ
ン
』

仕事を辞めた青年が、サンドイッ
チ屋で働くことになり、スープを作
る係になります。読み返す度、心
にとめておきたい言葉に出会える
１冊です。

おじいちゃんが焼いてくれる何気
ないパンが本当においしそう！
孫の成長にもほっこりします。最
後にちょっとドキッとしますが、オ
チも最高です。

『
万
丸
食
堂
、

奇
跡
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
』

『
そ
ら
と
ぶ
パ
ン
』

山本 悦子／著 理論社

子どもがこの本を大好きでいっ
しょに何度も読みました。おいし
そうなパンのページを開くたび、
「チョコレートパン！」「クリーム
パン！」と指をさしながらパンの
名前を一緒に言っていたのが
思い出です。

何てことのない質問・・・かと思い
きや、実は奥深い問いかもしれま
せん。すぐに答えられる人も、うー
んと悩む人も読めばきっと本当に
好きな食べ物が分かるはずです。

岩手県に実際にある食堂がモ
デルになっています。名物10段
ソフトクリームを食べた人に不
思議なことが起こる優しい物語
です。ちなみに、このソフトク
リームは箸で食べるんです！

『
た
べ
る
ノ
ヲ
ト
。』

松重 豊／著 マガジンハウス

『
文
士
の
食
卓
』

浦西 和彦／編 中央公論新社

芥川龍之介がお汁粉好きだっ
たり、胃弱の漱石が絶食しなが
ら、いつも食べ物のことを考え
ていたり、写真では難しい表情
の文豪が食を前にすると飾ら
ない人間の本質が出てくるの
がくすりと笑えて面白いです。

読んでいるうちに、ふと「腹
が・・・・減った」と口に出してし
まいそうになるエッセイ。各話に
添えてある味のあるイラストも
欠かせません。ご本人のＹｏｕｔ
ｕｂｅに朗読版もあるのでそちら
もおススメです。

食 をテーマに、読むとお腹が空いてくるおススメ作品をご紹介します。

まだまだあります！ お い し い 本

一番好きなサンドイッチはなんですか？ とお伺いしたら、

「卵サンドです」と即答。「私、卵の好きなエコちゃんって

いわれたくらい卵料理が大好きなんです。サンドイッチ

は、卵サンドに始まり、卵サンドに戻る、って感じですね」

「
だ
か
ら

資
本
主
義
の

花
は
ね
、

営
業
で
す
よ
」

初の児童書『給食のおばちゃん』シリーズの誕生の裏

には編集者の方とのご縁があったそうです。「私はまだ

一冊も書いてないのに、全国の書店回りについてきて

くださったり、ゴハンを一緒に食べたりと、情が湧いて、

もう書くしかないなと思いました。だから、資本主義の

花はね、営業ですよ。AIで営業できないですから」
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